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を Under･developedとい うよ りむしろ Pre-de-
Velopedとしてとらえたいという｡ 第2章は東南ア


























1959-61年, 北タイの Chiengrai県 BanPing に
定着調査をし,さらに1965年補足調査を行なったが,
その成果が本書である.
本書の題目がそ のまま示す ように, この Ban
Pingにおいて農業, とくに水田作農業がいかに変
革しつつあるか,また農民が変革にさいしいかなる
選択を行なったかを主題とする｡
本書の構成を紹介しよう｡第 1部背景として,罪
1章では Chiengham 郡とBanPingの概要とそ
こに住む Lue人の過去｡ 第2章ではその問題とし
ての農業と農民のありかたを把える｡第2部は農業
を第3章のプラウ農業と第4章の トラクター農業と
に分け,その技術と村落外部関係とを詳論する｡第
3部は資源としての土地と労働とをとりあげ,第5
章は土地の入手,第6章は労働移動とを,同じく技
術と村落外部関係の2点から分析する｡第7章は農
業方式の選択,第8章は農業方式の変革であり, こ
の両章に著者の重点が注がれている｡なお付録とし
て,モチ米についてのノー ト,量的データの入手過
程と比較が掲げられている｡
本書の特徴として,つぎの3点が指摘できる｡第
1はプラウ (スキ)耕の農業方式からトラクター緋
へのそれが,このようなタイの北端部で珪じている
事実である｡まったく画期的なことであるが,本書
においてはじめてこれが本格的に分析されたのであ
る｡きわめて原始的伝統的農業- トラクターが持ち
こまれた理由こそ,低開発国農業開発の立場からし
ても,重大な注意が払われなければならない｡第2
は,この農業方式変革をとりいれる農民の選択であ
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